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小） I I: な琶建築を目指すようになっだのかというところから教え

て頂ければと思います。

前田：高校 2年生の頃に、高校の先生の勧めで、安藤忠雄氏の

『都市初筐』という本を読みましだ。ブルータスに 1990年

から 92年までの間に褐載された 29のエッセイをまとめ

たものですが、 1エッセイごとにイスタンブー）レやアーメ

ダロッド等、安薩氏自身が若いうちに旅行した中で感じた

杭々な街について書かれています。この本はいわゆる建築

珪論ではなく、まず都市があリ、その一部に建築があると

いう主旨で書かれていだ印象があリます。あと、ちょうど

その頃に大板で開催さ礼ていた安藤氏の展覧会に行ったん

。そこで中之島プロジェクトなどの展示を見て、建築

くるだけでなく、自分違が住んでいる街

在會J造する仕事なのだと思い、建築学科を目指しました。

ii : 大学の頃に半年間海外周遊の旅をされていだそうですが、

rn象に残っていることはあリますか？

ト）レコから地中海沿いを伝ってモロッニ、それから北上し

で廼ったんですが、日本ではあまリ

誓市の要素として重要だと思っだ事がなかったの万9't八

ロッパやイスラ△匿の街では、気候や時期も関1系し

ていると思いますが、道や広場がすごく活き活ぎとしてい

だという事ですね。その俊自分はアジア人だし、欧州だけ

じゃなくアジアも見ないといけないと思い、 3ヶ月台湾や

ベトナ△、タイ、シンガポール、韓国等を廼リました。

小） 11: 海外の様々なパブリックスペースを見てこられて、何か惑

じ入るものはあリましだか？

帰ってきだ後、日本でも旅の続きの視点で街を見ましだ。

そうすると、建物の内部はすごく活き活ぎしている場所が

花るけど、街自体は全然活き活きしていない。旅行の前は

比較対象が無いので、そこまで思いませんでしたが、湿気

心気候の閤題だけじゃないだろうと思っていた峙に、大霰

大学の鈴木毅（だかし）先王に薦めてもらって、カトリ

クルー氏の『都市空閤の芸術』という本を読みました。そ

には、欧州の広場は、昔ポリス（都市）のなかにディスカッ

ションをするだめの?:j'ラがあって、その延長として今の

口場がある。それが日本では道というもので成立している

のではないか、ということが述べられています。また、鈴

木先生は「居方」の研究者ですので、居方という言葉を通

して街をみた際に、居方の多様性がヨーロッパやアジアに

は多（みられたのかなと思いました。そこからパブリック

な場所に対して興味をもつようになったと思います。今も

都市について考えているのは、この長期旅臼の直後に、こ

ういう本を薦めて下さっだ鈴木先生の影響が大きいと思い
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ます。

小） 11: 道は基本的には移罰するもので、一方広場にはとどまる場

所がある。そこから集まリ方に違いが出てくるのかと思い

ますが、海外と日本では道での集まリ方には違いがあるの

でしょうか？

前田：集まリ方と関係しているかもしれませんが、ヨーロッパは

市民が広場を「所有している」という感寛があって、それ

は広場が防災公薗としてつくら仇だ軽編をもつ日本にはあ

まリない感宣だと思います。じやあ道に関してはどうか。

今はもう無いかもしれませんが、路地に所有物を置いたリ

するような感覚をもっているのと同じように、もともとは

這を「所有する」という感覚をもっていだんじゃないかと。

蒜下：「所有している」という惑寛が曖昧であることが這のもっ

ている「院」であったリもしますよね。

前田：そうですね。日本人の道への「所有」の感寛って一時的な

ものやイベント性と関連しているかもしれないと思うんで

す。例えば、花見のときは一時的に道を「所有」しますよ

ね。参罰交仕のときもそうです。広場にしても、道にして

も建築の余白として生じるものだげれども、都市にとって

l)も大事なものかもし肛二いなという惑寛を得ま

した。

小） i I: 大学院万はどのよう していましだか？

大学院は東京藝術大学に進んだのですが、入学する直前の

3月、まだ大隠にいたんですが、 4月からアルヴァ・

）レト 100周年記念の図書館コンペをやし）なさいっていう指

令がきたんです。それまでアア）レトのこともあまリ言羊しく

は知らなくて、要項を読んでコンペを進めていくうちにミ

クロな都市計画と建築を一緒に考えている人なんだってい

うことを理解していきましだ。団白かっだのは、コンペの

要項で 5000分の 1、2000分の 1、200分の 1、50分の 1

の図面が要京されていだんです。 3000団くらいの図書飼っ

て、 5000分の 1の図面では戸粒くらいの大きさなんです

よね。ある地域に図書館をつくる事で、都市全体の人のフ

ローがどうなるか、どういう人が集まるかとか、そういう

とが建築一つをつくる事に求められていたんだと思いま

す。それで伺となくですが、旅行のときに感じていだ「街

が活き活ぎしている」という感寛と、このコンペで 5000

分の 1の図面が要京さ礼ていることが繋がった。

物を建てる人が、 5000分の 1の図面を描いて、まわリと

の関係を含めて考えた集積として街がつくられているとす

るならば、建築の余曰としての、楽しい広場や這ができる

のかもしれないなと思っだんです。翻って日本では、

図を描いて 200分の 1の建築の図面を描いてそれで提出、

という教育が一般的ですから、建物を単体で捉えて設計す

る慣習になっているのかなと。土地の所有権の閉題や臼政
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は、ペロー自身も日ごの文化に巽味をもっている人だっだ

し、居心屯はこてもよかっだですね。
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小） 11 : ペロー事務所でのワークスタイルはどのようなものでしだ

か？

酌田：基本週休］日で、午後 7峙くらいでみんな帰るんですよ、

に。コンペ提出前の 2-3日は終電まで残っていだリ

しますけど、 1散夜は絶苅しないです后。

中井．．鞘は何時からですか？

9時半（らいですね。なんでそういう風にできるかという

ペローが頭の二でそのプロジェクトの進行を、エ日を

罰務時間に入れずに考えていることもひとつあると思い声

。そのスケジュー）レに合わせて私たちも 1週間の時閤の

使!J¥方を考えます。でもペロー自身は上日に来るんですよ。

と打ち合わせができるわげじゃないので、事務

として、その週にやっだ成果物を覆二や A3のプ

トにまとめて自分の机の上に置いておくんです

そ冗をペローがチニックしにくるわげです。 OK

バいてい応りするとそのまま進めていいという事だし、横

ンセプトを示す、ペロー自身がつ（つだとし

フな項口があっ「口）する場合もあリ

］ぎ11I : ロうしなさい、というメッセージなん万9;j'J_。

の鞘ーでペロ

こ、先週 1週蘭の仕事は閂駄だっ左のかご思うとすこ‘

くジ三ックですよね。そうならないように汀ち合いせで言

いいだことを間ぎながら、そ旦を冠えるものをつくろうと

我々は毎週頑張るわげです。僕が入戸斤しだ 2000年の頃の

ペロー事務所は建築家が 20人くらいだっ応ので、本当に

ペローとの距謳がすこ‘く五かったですね。まだ、ペローは

打ち合わせの最後に、必ず大事なポイントを優先順位をつ

けてまとめて伝えてくれるんです。

中井：言いっぱなしではなくということですか？

罰王：そうそう。いっぱい話して、条吉局あとから考えだらどれが

大事だっ応んだろうとなリがちなところを、

番これ、三番こ礼って紙に言いて渡すので、罪常に伝わリ

やすいですね。

小） 11: すこ‘い！ 優しいんですね。

マチダ：方莫国はた（さんつくられますか？

-'--'-rn 
目IJ□] ごくつくし）ます応。 2003年くらいからは CGと

して模口をつくるので、スタディ段階で使い分けてい

ます。今は CG先fiですが、模塑は毎□必ず確認のために

つく f)ますね。

マテダ：やはリ

ですか？

1こいうこころから始めるの

ていくので、模工でも CGでもブ

くだくさんつくって、だんだんスケー

いう慧じ［す。

したら 6ヶ月万契約を切ら礼るから、契約を更新してもら

う為には自分の立ち位置を早く見つげないこいけないって

いうのもあい しベルで闘めら;/1,ないといけないとい

cAndre Morin/ DPA / Adagp /Age nee DPA 6rue Bouvier 

ドミニク・ペロー事務所の風景
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Hotel MEバルセロナスタディ模型写真
cAndre Morin / DPA I Adagp /Hotel ME 

Bienl」こいい反口をいてく礼戸リ、

人がつくつ

そう二っているん了す。

くて

こゃ二 ペ□ー事務所でのプロジェクト・

Hotel MEバルセロナ
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;,- I二／＇ワ戻

て宍人を二こていだ場合、 2ヶ月くら

をし左後に、戸じくらいのポジション

が了ぎま戸このンベ）レ［こ二るこ苫芸例ですが、

予だげでは二〈巳っ

いる人は多いので、

して

,j¥J!I だつ
＼
 しうご十ヽ二6ーぎ

ジニク:を心っていまし三か？

ちぷうどべ）ノ 1)ンのベロドローニが終わっだぐら

べ）ソ 1)ン事務所から数人がこっちしこ戻ってき

だだげで、パ 1)事務所には

しだ。実が入っだのは： ME Iゞ ルセロ丁(、

ル）のプロジェクトが始まっだぐらいの頃ですね。 3つの

4つの起賽層から信層の建物の配置

ンの策定と、先臼こて建言曼する MEバルセロナの

してはゼ

そこしこ都主の二には楔の二うに

いう考え方万す。どういう
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リュームの建築をどのように配置し、同時に建築の余白と

しての広場を、ゼルダの都市言十画のグリッドに重ねて、ど

のように配置するかこいうことを繰リ返しスタディしまし

だ。ファサード言十回も担当しました。構造は、地上から

立ち上がってくるパートは鉄筋コンクリート造でできてい

て、モアイのアゴのように飛び出している誓分は鉄骨造な

んですよ。これはホテルなので、平面図を見るとわかリま

すが音〖屋ごとに間仕切リがあるので、その口に吊リの鉄骨

ブしースが入っているんです。安定しだ RCでできている

誓分と、閤仕切リが誓屋ごこに在るということを生かして

っている罰分と。ぱっと見はちょっとアクロバティック

／こけれど、ホテルという建築的な要京を生かして構造的に

くられている。

！い）I I: 事鰐所に入っ応当初から、そのような大きなプロジェクト

↓こ関わっていだのですか？

！」嘉規模の仕事はない！

11 : え I そうなんですね。

住宅のような規模の仕事はないんです。

ほとんどがニンペで房ち取ったもので言。そ刀が例

えば数万州規模の建物のニンペだと、そ仄なり

門出物を京められる。最初の書類審査て 5名くらい（こ絞ら

忙だあとは、相応の怪費がオ△わ礼るんで汀よ后。

のコンペに 2

日本ではコンペばかし）やっている

くなっていくのとは逆万、うまく方ーカ、ナイズをすれ

cAndre Morin / DPA / Adagp /Hotel ME 

Hotel MEバルセロナ
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ば紐宮もうまくいくという仕祖みです。これはペローが若

くしてフランス国立図書飼を建てだ実績があるからですけ

どね（笑）。僕が行っだときはペローが 47歳くらいでしだ

から、今考えればその年闘で都市的な規模のプロジェクト

を幾つも進めてし責事はすこい事だと思います。ザワツブ

ルグ市やバルセロナ市の都市計画の顧閉もしていました。

ペローは都市計画の修土号をもっているんですよ。ボザー

）いで建築を勉強してから、エ木大字に臼って都市計画の修

とって、そこからさらに博土過程で歴史の研究をしだ

ようです。

小） 11: 都市計画の顧悶をしていだのは事務所をもつ酌のことです

か？ それとも、事務所の運宮と並行しながら？

罰王：事務所をもつ罰だと思う。

中井：どこか事務所で働いていだというわけではないんですか？

罰田：噂土靡程在籍時に理論研究と平行して、大学の先生のとこ

ろで実務を任さ礼てやっていたようです。

バリラ・ゲストハウス

あと［口象［こ冠っている亡事として、実現はしなかったので

「バリラ」 0)7ロジェクトがあリます。

バリラ忙り）覧字羊の地イタリアのパ）ロマに、クライアントを

戸べるゲストハウスをつ〈リだいこいうオファーがペロー

した。この敷地にはもともと工場や小麦粉

畑、サ／口等があっ左んです。

を重ねていって、ある意院韮計画のような状態になってい

た。ペローが敷地を見て最初に提案しだのが、そこにゲス

トハウスという「建築」をつくるんじゃなくて、「都由計画」

として敷地全体を整偏計画するというスタンスでしだ。ク

ライ？ントに要求されだからといって建物 1つ沢ーンとつ

くるんじゃなくて、まずは都吉ニンサ）レのように、現状の

緑地帯や休憩する場所を活かしつつ、駐車場をつくって全

体を整える。建物が建つ敷地条件そのもの、つまリ既存の

インフラストラクチャーというか敷地の構造をできる限リ

シンプ）レにして、その上で、最小限建築でできることをプ

ジェクトとして提案しましだ。今考えればすご〈特弧な、

ある意味要求さ礼ていない事を提案するなど、おせっかい

だと思うんですけどね。建物をつくってく戸こ言っている

のに、周リのランドスケープが大事なんだっていう

に驚き、そんな建築家もいるんだと衝撃を受けました。

小） 11: 最初のランドスケープを計画するときに、既存の建物を一

誓壊しだリして言十画するのですか？

前田：それは提案しませんでしだ。むしろ認識の力、イドラインを

沢山引くような感じの提案でした。



小） I I: そういう襟作を臼うことで全体のまこまリがつくら旦るこ

いうことですか 7

ている人やゲスト

ないのが冠念て方が。

゜ヘロー事務所で学んだこと．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

こいう、心に冠ってい

るここは万）ぎすか？

そうですね、＇

つ7こりする

が、どのようにスタディしてどれくらいの峙麿を掛げるの

う言いものを夏）所にし二う

こしています。

都市とランドスケープ

マチダ ンドスケープ的概念

しだ唸。

プこいう

きはフランス言言のアーバン ・5ンド

スケープを意P来する「ペイザージュ・アーバン」こいう

ンドスケープこい

こいうイメ

します。ぺ／ザージニ・
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ノいL 盆 liJT
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Lょう万。

言るラン

アメ i)力のアーバンデザインこいっ

てしまうこ、ものすこペ

し

ンドスケーフ的［こ都吉言十亘］を巧う」っていうのではない気

がするね。万もマチダさんのおっいやる
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ダ
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の二のに、

そうです塁

にランドスケー

ジェク K

1、、

いうよリ

の[

ンドスケープの人戸ちの考え方了、
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1 こ
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こころから入っているからまだやってい

ることもバラバラですね。

。だだ、合の話の中の庭のランドスケー
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プの「マテリアル」の言曼言十までやれば良かっだんじゃない

かと思いますが、結局庭の設計はペロー事務所がマスタ

プランを描いて、あとは韓国の庭師さんとコミュニケー

ションをとってやっているんですね。やっぱリランドス

プは剪定していかないといけないので、ローカ）レな視

網が必要ですね。あと、最初から珪想の状惹を竣工の際に

つくる事が出来ないですね。

マチダ：ペロー事務所にはそういうことに詳しい人はいないんで

すか？

自分でやリぎるよリはそういう人と一緒に進める方がいい

のかなと思っています。六甲の展望台のコンペでは、ラン

ドスケープ・アーキテクトの石） I I初さんに手伝ってもらい

ました。ペロー事務所では、樹種まで指定するのは実施設

計に入ってからですね。

小） 11: ペロー事務所では、禄は緑として捉えて終わリ、というこ

とですか？

罰田：梨花女子大の場合は人工地盤の上ですからね。

ペロー事務所には構造、音響、照瞬の人は、打ち合わせを

歩頁羞にできる懇意の専門家がいるんですけど、事務所の中

しこは樹種とか土とかその辺に詳しい人は実はいないんです

よ。だからペローはニンセプチュアルなランドスケープに

ロいては、建築や都市計画こ同じように考える人なんで言

そこにサポートとして生慇系のランドスケープの）＼

［いるここはないんですね。

訂田さんはそういうこころにも開心あし）ますか？

マチダ：「袖象化さ礼だ自然」として扱っていますよね。ランド

スケープアーキテクトがランドスケープというときは

もっと生態系とかについて考えながら計画していると思

いますが。

の木は 10年後こんな枝葉の広かリに磨るんだとい

全誓頭の中にい冗てやるのは大変万]刀¥

冒］冑を組み込ん万いかないといけないのご

1tと思ってい言す。令やっている

クドも庭師の人と一緒に仕事をしているん

フランス国立図書館の樹木に関しては人工地盤の上じゃな

くて地球の上に王えているので、今でも枯れずにいるし鳥

もすごく集まってきている（笑）。ああいったものを建築

の中につくるのはいいですよね。逆にランドスケープアー

キテクトの人ってそういう発想はしにくいかもしれないで

す稔。あそこまで渥引にやるのは建築の人冑だからか（笑）。

バ¥J11 : このよう磨ランドスケープ的発想は罰田さんご自身の作

こ思い宜す。そぢらを紹介していただきま

。
～つょ

ー
〗

梨花女子大学/EW日AWoman Universi-cy 
cAndre Morin i DPA i Adagp I Unive「sitefeminine Ewha 
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シナゴーグ・・・

酌田 2002 グっ

ていうユダヤ葛の敦会の投計を知リ合いから頸ま旦応んで

すね。殴言十を進める町に、シナコ‘ーグについて歎えてもら

の近くに在る二園にいってランデの際には良くサンドイッ

チを食べていましだ。 1頃合斗が涜る歎地ですがそれを壇椙ご

せて緩やかな凹凸が花リ、多様な樹種がオ直えら旦てい応リ

しましだ。パリには、そ戸に限らずランドスケープによっ

て居場所が造ら旦ている二園が多かったん万す。ランドス

ケープ文化度が高いというか、そ礼を実際に使い

民が多いというか。シナニ‘ーグの歎地は、系百構□い敷地だっ

だんですが、建物の予を考える罰に、既戸の太や煩鉗を増

幅する形で「微地形」をつくることを考えていましだ。「微

地形」をつくるという撰作を万なって、敷地の二に自然に

る場が倉Iい）出せだら、そこが祈リの場になる。それを

建築で機肯匿的な要翠を満たい場を整えていくプロジェク

トです。ニダヤ敦の約実として、訴るこぎには男女が上下

で分か冗なければいけないので、上の方に女I生のだめの場

所とニダヤ教の考えを学ぶ敦室をいくつか投げましだ。そ

ういう必要な機龍を、ランドスケープの微地形の上に浮か

す事でシンプルに場をつくることを考えていましだ。この

ときはペロー事務所でもどちらかといえば、

築よリも、ランドスケープの仕事を多くやっていだ頃かな。

cYuji ONO 

BODY LAND SCAPE 

多分バリラ・ゲスト）＼ワスの言十亘をしていだ頃ですね。こ

机は SDL,, ビューにも入選させて頂し＼化のですが、その後

3.11が花リ冒十亘は二止に危 i)ましだ。

BODY LAND SCAPE 

2006王には庭の言曼言十を頸ま礼ましだ。オJレしアン用とい

ぐらいの国に、けント）ン地減現代芸術臣

(FRAC Centre) こいう唄竺違羹の模二やドローイ

ングをずつこ集めている胴殴が涜るんですね。こ

控ではなくて、エ日+,-=-;==プニ琴三—

しだ居覧会をやるから、その前庭に日本庭薗をつ

〈リだいというオファーを受けましだ。だけど、苔もない

しそんなの餌珪ですよって（笑）。

ー [BJ: 笑

本の恩寛をもっだもの」だっだら］晨案できる

いますと言ってオファーを受けましだ。既存の樹木を全翌

切ってもいいと言われましだが、周辺の環境をできるだけ

活かす王説的な存在惑をつくる事が、日本庭園じゃないか

と考えました。そ礼で主松状の差国を、 3D

MAEDA I think architecture with 29 



30 

すがソフトセレクションという、メッシュ状の点の選択方

法で柔らかい曲面になるように持ち上げました。すべての

角度が違うように見えるんだけど、実は国心円状に持ち上

げているので、 8種類の角度しかないんですよ。出来た庭

曰砂の面の中に市松状の鎮面に移リこむ樹木や空が

取リ込まれ、地面歩いて行く方同と逆に鏡の反射は罰くの

で、静的でもあリ視綜の勤きに反応する庭園になリましだ。

アート・ J¥フォーミングセンター ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

罰田：口旦も徊人で取リ組んだスウェーデンの？ートセンターの

ンペです。北欧の実胴コンペは、敷地周辺を含めて広い

冑〈地が与えられて、建築と都市との関係性に已由度があっ

、今でも取リ組む意義を感じるいいコンペが多いと思っ

cいます。今回のアート・パフォーミンクセンターは、

くの敷地で、建築の配置言十国や、それ↓こよって出来る

；口場だけでなく、敷地内に建っている歴史的建造吻と、新

トセンターの関係性についても考え信さいという

こしのでしだ。シェナのカン平広場のようしこ、「嬬物のかだ

巳をつくるここ＝都市の広場をつくるここ］しこ店るように

し言し戸。歴史的建呈物とは五摂させて闘珪

ンターなので、

［・パフォーマンス

12徊くらいの劇場とアート

ンターが複合している。このよう グラいを

闘定的に鮮きつつ、内葦空間をできるだ‘げ小さいボリ

ハ万まとめていくこいう違築的操作を行う事で、余曰とし

ての外部空間に自由度を持だせることが出来るという技術

もベロー事務所で学ばせてもらった事ですね。

カンポ広場

アート・パフォーミングセンターコンペ案

罰口茂樹 I ンドスケープの思考

-」-／＼甲山の展望台．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

前田：こ旦は 2009年に参加した六甲山の展望台のコンペです。

これは JIA主催の U-40のコンペでした。ここで考えてい

たことは、そもそもここの展望台まで上らなくても六甲の

美しい景色はどこからでも見えるんですね。戻望台はそこ

から風景を見るものでもあるけれども、逆に風景の中で見

展望台自体がランドスケープに

なるというか、できるだけまわリの風景に馴染むように

計画しましだ。外壁には植物のススキを用いだんですが、

20cm厚くらいの二で十分育つんです。ランドスケープの

葦分があまリ重すぎると構造に負荷がかかるので、±木の

よう壁に使う「ふとんかご」を採用して荷重を減らしまし

だ。幸い 5人のファイナリストに残ったので、当時まだフ

ランス在住でしだが、日本に来てプレゼンテーションをし

ましだ。最優秀賞を受賞されだ三分一博志さんのプしゼン

がとても印象的で、「自分はこのような思考で建築をつくつ

てきて、その延長上に今回の展望台の提案がある」という

ものでした。ペロー事務所で言曼言十しだ事と自分で投言十して

いる事を分け応ほうがいいと思っていましたし、立場とし

ても、こういうコンペやプしゼンテーションの場に来だら、

していないものは実績として認められ

ない事の方が名いで］。でも三分ーさんのように、自分の

して作品をプンゼンテーションする

くる必要がある

らっている立

ういうプレゼンがてぎt;;_いのて、怯立を強く

し、パリに帰ってからぎもなくペローに「笠立を考えてい

ます」と伝えました。



◎ Daiei Ano f DPA; Adagp / Fukoku Towe「

地下アトリウム

内観
◎ Daiei Ano i DPA I Adagp I Fukoku Tower f; Daiei Ano i DPA I Adagp I Fukoku Tower 

大阪富国生命ビル外観

大阪富国生命ビ）レ・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 言11いプマ

j~ りIi

してアトリワ△予分をなる

ベ〈大きくこリだいこいうこここ、オフィ

しやすさのために矩形にしないといげないこいう 2つの橙

くと、スニーズに末口がリのかだ

ち［こなし）ます。この特徴的ニフ ドは、ひと

のこ、実はニストJ

ドのこかて、角度のついている

ドの剛合は大は 2りパーセントぐらいなんです。

3檀類しか二い。上：：：：のかみ合わせが花るの［、パタ

ンこしては 108バターン［こ二つていますが、

リ込んで、

。どういうふうに国景が映るの口＼こいう三臼分を、戸<

ていらっこゃるのかt;;t。

し忙ません。
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見る角度とか時間によって違うように見える素机の使い方

はすこべ興味渓いです。ヴェルサイユの幾何学の庭は、発

想としては幾同学の徴底であったリ、袖象的、鳥峨的な

線からのデザインだと思いますが、僕としては幾伺学とし

て造ら紅だ庭が如何に体感的な効果を及ぼすかに興院があ

リます。日本の荏離宮や修学院陸宮の庭も体惑をベースに

している惑寛が強く、日本人の風景に関する感寛の一葦な

のかなと思います。また、建築をつくっていく際にも、ペ

ロー事努所は、言言百的な違いもあリ、基本的なスタンスと

して出来るだけ模型でコミュニケーションをとるのがベー

スにあるので、すごくやリやすかったですね。富国生命の

実瑾言曼言十の際にも、清水建設が投計施工で協働言曼言十をさせ

て頂いだ事で、基本設言十段喧からファサードや様々な素材

を現物でチェックする事が出来、非常にいいプロセスで、

;l::i互いの事務所の良さが重ね合う設計協力をさせて頂いた

ご思っています。

大阪中央郵便局舎の保存活用案

9年くらい□本から語れてい崖しだが、三ーロッパ

てはすごく古いものを残しながら都市を活性化している

し、逆にそれが胴光、長期的な怪済□里につなかっていて

くいいな、という惹寛がどんどん翌まっていま

cj:J ¥建物の中庭をアトリウ△化して改装しだリ、

トモダンやオランダの近仕建築であるファン・字

模型写真

梅田スカイビルに向けてのビスタ

32 酌田 茂樹 I 建築Xランドスケープの思考

レ煙草工場も、耳生されて人が集まる場所になっています

よね。大販中央郵便局舎の保存遍罰に参加する最初のきっ

かけは、知人の編集者から声を掛けてもらったシン点ジウ

△です。そこで、具体的な残し方の堤案をして下さい、と

いうお詰を頂いだときに、保存運璽刀自体が前向きに進めら

れるのではと思いましだ。こ旦は連築更家の倉方俊輔さん

と一緒に考えたんですけど、僕だちは郵便局自体ではなく

て、その横の空地に注目し言しだ。もともとここには配送

センターがあって、頻繁に車が出入リする裏口だったので、

られないし増築もできなくて、 70年くら

い何も無い場所なんですよ。奇跡的に残った空地だと僕は

思っているんですけど（笑）。それから、偶然にもここか

らスカイビルに向けてのビスタ（眺め）が通っているんで

す。この空坦を、例えばここにアトリウ△をかけて内部空

間化すれば、すこ，'〈人が集まる場所になるのではないか、

と考えましだ。郵便局取リ壊しの珪田として一番問題視さ

礼ている点は、歩道の幅が狭いだめに、西梅田に行〈人の

流れが妨げられていることなんです。そ礼については、こ

の空地をアトリウ△にして、梅三」認と繋がって適リ抜け

られるようにすることで新しい人の流れができる。さらに、

ちょうどこの場所と北ヤードを繋ぐ地下通路が苦あったら

しいです方＼、そ机を復活させたら、大隠駅の空中通路とあ

わせて、北と南を模断するJレープができるんです。そうす

ると、郵便局の奇跡の空地をアトリウムとして蘇らせる事

て、大翫駅の南北を分断している人の流礼を循環させる}¥

リ、西梅田にも］じヤード［こも、新しい経済効果を生

むの万はと思っていま9o合はcp央邦便局を旱1本していて、

3年閤何も建てずに口場にしておくという言十国ですが、ソ

トの提案もなしだと、推もそこに臼かないと思うんです。



そ旦だっ応ら合の建物を 3年閤屁しておいて、、

ドリウニをつくって、いろんな人に安く

る場所になるかもしれ

二い。そうし応ら、そのままずっと建均を冠していくここ

られるだろうし。もともここのロリ しょ

ています。違物の内翌空胃をどのようしこコンバージ

ンするかについては他の人が提案してい応ので、僕はむし

現地でのプレゼンテーション

しましだ。

/¥ングラデシュのサイクロンシェルター……………

セスを臼えは、もっと良く：

だんで

し竺っだ峙期の 2010

という、戸水を飲畔水しこびえる摸

なくて、ちゃんこファンドを作って

しこ投資が左わ礼て、和潤が二だ

ていう、 win-winの関｛系でどちらも

していだ。デザイン万も、こうい

をもっ左オープンシステ→としてのやリ方ができるんだ之

いう事です。じやあ建莫［こ向ができるの力言って考えてい

のサイクロンシ

ンペが巧つだの［、こ旦だと思って参加しまこ

た。そ戸まで言も言竺しく知らなかっ亡んですげど、サイク

じゃ言くて、

と高葦が重なってしまっだ

3-4m くらいの直夏みだい二日~c島全信しこフ］くが

汽れ込んできて、 1970年には 10万人亡〈なっだリ、 2007

年了も 4千人亡くなったリしています。そ戸には、

か、されていても故障が多いとか

いろんな原因が号）ますが、

も原因です。それで 2007三から各国の NGOや国際橙関が

南罰の霰災地諏に多数のサイクロンシェルターを建ててお

リ、状況は改善されつつあリますが、人口が日本よし）も多

だちだめだっ左危：って昆していたんだけど、次の

ごく褒めら方エリして「ごめん虐ー）レ、1莫っょつ

やっ戸二」みだいな。

笑

いのでまだ 2000模く りない。まだ、

して1更うのですが、ニンクリード造なので互翫がこもっ

くて、居竺性差が巧まリ良くないんですよ捻。

して入ることこ、地元の人だちのニーズをくみ取る

ーこ

し、

ました。バングラデシニはイスラ

なかなか男性と女性がパブ）ソク言場戸斤では交流

する橙会を持たない、男性が弓言い竺会なので、

プロセスにあまリ入口ません。だから、女性にも

げ参加してもらうことを考えていましだ。文『生はみんニメ

ヘンディってい
キ、

o dご

これを活かして、 ショソプで□イクロンシェルタ
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の壁面にペインティングするということを考えましだ。こ

の地域には美術教育はまだ罪いですが、メヘンディは彼ら

の文化だと思っています。メヘンディが上手な子がいだら

その人が描くモチーフを皆で壁に描くことで、その子達が

美術の分野で活躍する事に繋がっていくきっかけになると

か。そういう意味での貢献も出来れば良いなと思っていま

しだ。今まで鉄筋コンクリート造でシェルターを考えてき

だんですけど、 1300万円くらいの費用がかかる見込みで

す。ボランティア関係の人や支援を考えてくださる方々と

いろいろ話をしていくなかで、プロジェクトのアイディア

はすごく良いと思うけれど、本当にペインティングをする

という事だけで良いのか。本当に 1300万という数値が適

口かということを考えだ方が良いというアドバイスを頂き

声しだ。例えば 700万くらい万つくることができるエ汽

を考え左ら、よリ現地の方にとって意義のある堤案になる

のではないかっていうことですね。建築にはその力もある

と思います。それで今はサイクロンシェルターの 2階部分

を、安全性を確保しだ上で、↑『構造でつくる可罷性を考え

てい蒙す。位はバングラデッシュ全土で足場材料として流

しているので安価で調達できます。閥題は安全性なんで

すけど••••••来年から試験ピースをつくって構造実験に協力

して〈旦る研究者の方がいらっしゃるのて、検証を始めま

す。本三に竹でサイクロンシェ）レターをつくることがでぎ

ら、現地でもっと沢山のものが迅遼につくれるようにな

るはずです。地諏住民の方々か口分］口りでシェルタ

サイクロンシェルター コンクリート造の案
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てることが出来だリ、自分の家をもっと構造的に弾〈する

ことが出来るようになる。そういうチャレンジも含めて、

このプロジェクトに誰かが寄付をすることは、すこべ納得

がいく話だと思い行罰し、実際に寄付をしてくださる方と

出会いましだ。

小） 11 : 竹を使うという発想は、現地の人にとっては不安だという

印象があるのですか？

多分構造としては号号いという印象があると思う。でも 1

では弓号いけれども、今見てもらっている案のようにこれだ

け柱が入っていだら、まだ印象が違うんじゃないかな。

要なのは、鉄筋コンクリートの 1階部分との連紡部分です

ね。実はコンペでも 1人付を使って堤案していたんです。

それはラデイカルで、地面との連条由が取旦てしまっだら、

縛リ付けてあるドラ△缶が浮ぎになって舟のようになるん

です。

小） 11: どこに流れていってしまうのか、住民にとっては不安です

ね。

罰田 :NGOの人からは、竹は心理的な印象も含めて、安全面に

ついての不安が大きいので、やはリニンクリートで1乍つて

ほしいこ言いれています。でも、バングラデシュは怪済発

といっても、南の地域は合後 10年たっても



＼
 

,
 _) 

ーこ＼
 i

ー

fミ）
4
:
I
 

l

，つ

います。
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。てもやはリ

サイクロンシェルター 竹構造の案

し旦二いと思ってし

ド、、バイスを受げてやっています。他の国のプロジェクト

は、全蔀自分[やろうするのてはな〈て‘］見地の状況や胴

しい這案内人を、どうやって見つげら忙るかという

しょうね。

よね。酒外了二

虐イントしこなるん□ゃ二いかと思っていて。

の論理み左い二ものは、 6本こフランスでどのよ

のかなと。
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都市言十画みだいなものを庭園として設計出来てしまう身体

感覚がペローにもあるんだって思った時には「僕は多分彼

等と一緒のようなスケー）レ惑は感覚として心地いいけれど

も、先天的に身体感覚としてもっているスケールではない

な」と思いました。じやあ、自分の体の中に無いから出来

ないのかと言われると、そうではなくてよリ大きなスケー

ルで、マスタープランを考える事の重要性や、誰かがその

周辺や 5000分の 1のスケー）レくらいで建築と都市の全体

を統合して考える必要や重要性は認識しています。

中井：公共の意識の祖違の様なものを、安易に取リ入れてしまう

とには、やはリある種の「危うさ」が伴いますよね。

ー同

そうですね。ペローはどちらかというと敷地を見に行かな

いタイプでした。敷地を見すぎてしまうと、条件に引っ張

ら机てしまうからだという事ですが、まずは諸条件から読

み取ったものからコンセプトを決めて、そ礼が上手くいく

かどうか検証する時に、敷地を見るという感じなんです。

最初は時間が無いから敷地を見に行かないのかと思ってい

したが、そうではなくて設計の手法と結びついだ考え方

のようです。僕は敷地を見に行か磨いと、肌で感じれない

という凡人的な考え方で、もっと歎地見に行こうよ、とペ

ローに訴えてましたけれども。

前田:[も、そうしていだ理由は、要求されていること

み取るっていうことではなく、ということと繋がっている

のだろうなと思っています。

小） 11: 日本で都市的な観点をもつことについて、どのように考え

ていますか？

前田：今は日本やアジアを拠点に建築やパブリックファニチャー

等をつくっていくなかで、例えば大販中央郵便局の話をす

るときにも、都市という切リロから建築を言吾ることは古輿

的な気がしますが、逆にそこは持ち味として積極的に今ぎ

での設計手法を延長して発展させようと思っています。「都

市的な観点」というとすこベジェネラルな感じになるけど、

やはリ街の中に「居方」の多様性を、建築をつくる事で創

リ出したいと思う延長に在ると思っています。その建築の

操作は、都市的な感覚を前面に出すと、建築的には手数が

少ない建築のほうがいい気がします。建物がない広場だけ

の状態でも人の居場所はあると思うんですけど、建物が

建った状態のほうが居場所が増えるという、そういう感じ

が都市的な観点だと思うんです。そこに巨大なボリューム

の建物ができて、内部空間はすごく建築的につくリこまれ

ているけど、敷地いっぱいに建って建物周リは居心地が悪

くなるというようなつくリ方ではなくて、「建物が建つこ

とによって都市をよリ豊かにできる」という感覚をもって

建物を設計することが、「都市と建築とランドスケープを
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一緒に考える」事だと思っています。

小）II: 建築家として、どのようなビジョンをもっておられますか？

罰田：ヨーロッパでは空地があ礼ば、建築家がそこまで考えな

くてもうまく和」用されるんですけど、日本人は空地を使う

ことがそんなに得意じゃないんですよね。だから今の日本

だと空地のまま残しておくのは事業上難しいかもしれない

し、説得力を与えるために、そこのプログラムを一緒に考

えながらつくらないといけないのかもしれないですね。日

本でランドスケープと一緒に建築を考えるために、戦略的

に伺が出来るかということを考えていきたいです。また、

バングラデシュのような仕事を結果に繋げ、その検証を応

用するためにも、大学にいることで研究と連勧させるなど

幅が広がるのではないかと思っています。日本では市場が

縮小して、建築はもう必要ないんじゃないかという状況に

なっているかもしれないげど、でも世界中を見たらまだま

だ建築が必要な場所があるから、そこにどんどん入ってい

こうと思っています。

片田：海外のプロジェクトでは、設計者は会打ではなくて個人

が重要視されて、その人が今までにどういうものをつくつ

てきて、その結果このプロジェクトでは何をしてくれるの

か、ということをちゃんと見ているという話を聞いたので

すが、酌田さんが実感されたことはありますか？

向こうのクライアントってどこでもやはリ「個人」なん

ですよ。担白者が責任をもってプロジェクトに関わってる

なと惑じます。プレゼンテーションをして、その担当者が

OKしたらその場で決定する。疑閉があればプレゼンテー

ションの中でちゃんと間くし、そういう意味ではクライア

ントと建築家の関係が、個人対個人という感じがしますね。

中井:1固人的な「喜び」というものは海外のほうがあると思いま

すか？

前田：すこ〈あると思う。

中井：日本の社会の中で仕事をしていても、「喜び」を感じる瞬

間がどれだけあるのかなというのはちょっと疑閉で（笑）。

前田：きっと仕事だけを見ても、イ固人的な「喜び」はそんなに無い。

上手くいくときもあ机ば、失敗ばかリすることもあるから、

楽しいことはかリでは無い。けれど、一人ひとリが「イ固人」

として働いているからみんな活き活きとしているし、そう

でなくなったら大げさだけど会社を辞めちゃいますね。仕

事が面白くないとか、バカンスが短いとか（笑）。自分が

思っていた仕事のやリ方じゃない、ということで会社をや

めて、自分のやリたい仕事が出来るところに移るとか。

分1固人がいいと思わなくなったら会社を変えることが出来

るから、その「喜び」というのが近いのかもしれない。



小）I I: 最後に学生に向げて一言をお願いします。

バングラデシュのプロジェクトをやっていると、

門じゃない人も、何が1固人として貢猷出来るかという関わ

リを持とうとしてくれだリ、そういうふうに個人の「喜び」

こ冠会的な職肯ビを重ねあわせる場所を自分で見つけようと

している人が、昔に比べるこ学生の中にもだくさん出てき

左気がします。彼らは将天きっとそういう仕事がし応いの

だろうこ思うんです。そういう気持ちをもっていたら、そ

れをどんどん膨らまして、仕事応出来る様にすべぎじゃな

いかな。それは実際に仕事に出来ると思うから。まだ、そ

冗を探己るのは学生の時だから、

城をやっている人がいだら、そこに自分からどんどん冠付

いていく。そうしだら

かな（笑）。

も五づいてくるんじゃない

やはリ恒人で生ぎている感寛を持ち続げることがでぎる冠

会に、自分から属することが大切だこ思います。また、 1固

人で活き活きこしている人が多い街が、

リ出すのだと思います。

2 0 1 2年 9月 10巳 大隠・梅王にて

聞ぎ手：バ¥JrI 

片田

• 取可協力：マチダゲン
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